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地
方
創
生
と
は
？

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
、
「
２
０
４

０
年
ま
で
に
８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
可

能
性
」
を
明
ら
か
に
し
た
日
本
創
生
会
議
に
よ

る
発
表
は
、
日
本
中
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら

し
た
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
行
き
着
く
先

に
あ
る
危
機
が
現
実
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

同
年
９
月
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
「
地
方
創
生
」
を

政
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
各
地
方
自
治

体
が
将
来
の
人
口
推
計
を
踏
ま
え
、
地
方
版

総
合
戦
略
を
立
案
、
そ
の
取
り
組
み
に
国
が
各

種
の
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

と
い
う
事
業
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
全
国
で
地

方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

長
万
部
町
も
か
つ
て
昭
和
40
（
１
９
６
５
）

年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約
１
万
６
０
０
０
人
の
人

口
が
あ
っ
た
も
の
の
、平
成
27
年
に
は
５
９
２
６

人
（
国
勢
調
査
）
で
、
さ
ら
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
令
和
27
（
２

０
４
５
）
年
に
は
２
７
５
０
人
と
、
半
減
以
下

と
推
計
さ
れ
て
い
た
。

長
万
部
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」

 

先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
枠
組
み

で
ト
マ
ト
栽
培
を
事
業
化
、
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
付
加
価
値
が
必
要
と
な
る
。

　

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
９
月
、
地
方
創
生

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
法
人
化
し
、
長
万
部
町
の

地
方
創
生
活
動
全
般
を
担
う
組
織
と
し
て
、
一

般
社
団
法
人
北
海
道
お
し
ゃ
ま
ん
べ
、
11
月
に

は
先
進
的
農
業
に
関
す
る
事
業
会
社
と
し
て

長
万
部
ア
グ
リ
（
株
）
を
設
立
し
、
事
業
を
実

施
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
を
整
備
し
た
。

　

平
成
30
年
、
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
が
本
格
稼
働
。

（
株
）
プ
ラ
ン
ト
ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
ズ
が
開
発

し
た
栽
培
シ
ス
テ
ム
「
ト
マ
ト
の
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｎ
」
を
活
用
し
た
循
環
型
水
耕
栽
培
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
ト
マ
ト
栽
培
と

理
科
大
と
協
力
、
先
進
技
術
を
用
い

た
植
物
工
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
進

　

長
万
部
町
の
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け

は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
９
月
に
開
催
し
た
「
長

万
部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ

ト
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
「
長

万
部
町
と
東
京
理
科
大
学

と
の
地
方
創
生
に
係
る
包

括
的
連
携
協
定
」
を
締
結 02

01

異
な
り
、
水
を
絞
る
こ
と
な
く
、
ア
ル
カ
リ
培

地
の
下
で
味
の
濃
い
美
味
し
い
ト
マ
ト
を
生
産

す
る
新
し
い
農
法
だ
。

　

さ
ら
に
、
長
万
部
の
特
産
で
あ
る
ホ
タ
テ
貝

殻
を
町
内
工
場
で
焼
成
し
た
も
の
な
ど
、
天
然

の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
培
地
を
土
の
代
わ
り
に
使

用
す
る
。
強
い
ア
ル
カ
リ
性
が
作
用
し
、
甘
さ

と
栄
養
を
生
み
出
す
。

　

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
「
Ｅ

Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
と
命

名
さ
れ
た
。
「
人
々
を
豊
か
に
す
る
ト
マ
ト
」

と
い
う
意
味
を
込
め
た
。
試
験
栽
培
を
経
て
、

ハ
ウ
ス
の
１
棟
目
を
建
設
し
、
量
産
体
制
を
構

築
し
、
首
都
圏
に
向
け
て
営
業
活
動
を
活
発

化
さ
せ
た
。
同
年
、
２
棟
目
の
ハ
ウ
ス
を
自
主

財
源
に
よ
り
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
生
産
体
制
を

拡
大
さ
せ
た
。

　

一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
を
、

さ
ら
に
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
秋
か
ら
は
蓄

電
池
も
導
入
し
、
作
業
場
電
力
に
活
用
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
初
頭
に
は
、
町
の
温
泉
熱
を

利
用
し
、
熱
交
換
を
通
じ
て
温
め
た
真
水
を
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
循
環
さ
せ
る
設
備
を
導
入
し
、

光
熱
費
の
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

都
内
や
札
幌
で
の
イ
ベ
ン
ト
出
品
や
営
業

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
百
貨
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

を
は
じ
め
取
扱
店
は
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
長
万
部
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
も
採
用
。
さ
ら
に

Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
１

０
０
％
で
つ
く
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
も
開
発
し
た
。

　

令
和
元
年
度
で
国
の
交
付
金
や
町
の
補
助

金
は
終
了
し
、
２
年
度
か
ら
は
自
立
運
営
が
ス

タ
ー
ト
。
令
和
５
年
現
在
、
長
万
部
ア
グ
リ
の

従
業
員
は
７
人
を
数
え
、
順
調
に
雇
用
増
が

進
ん
だ
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は

そ
の
美
味
し
さ
が
評
価
さ
れ
、
令
和
２
年
２
月
、

格
付
け
ジ
ャ
パ
ン
研
究
機
構
の
総
合
評
価
で
、

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
Ｎ
Ｏ･
１
格
付
け
認
証
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
は
令
和
５
年
２

月
、
味
や
品
質
管
理
に
優
れ
た
道
産
加
工
品

を
認
定
す
る
「
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品
２
０

２
３
」
（
道
主
催
）
に
も
認
定
さ
れ
る
な
ど
、

す
っ
か
り
長
万
部
町
の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
、

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

03

地
方
創
生

̶

地
方
創
生
で
、
長
万
部
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る
。̶

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
を
打
開
す
る
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
地
方
創
生
。
中
で
も

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
長
万
部
町
と
東
京
理
科
大
学
が
協
力
し
て
推
進
し
て
い

る
先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、
雇
用
創
出
も
成

し
遂
げ
た
当
町
の
地
方
創
生
の
姿
を
紹
介
し
た
い
。

05

01.
02.
03.

エンリッチミニトマト

トマトハウス（長万部アグリ（株））

ハウスでの栽培風景

04.
05.

地方創生サミット（中央：石破地方創生大臣）

長万部小学校の給食に寄贈（令和5年）

し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

翌
月
の
「
長
万
部
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
長

万
部
町
創
生
総
合
戦
略
」
策
定
を
経
て
、
町
は

東
京
理
科
大
学
（
以
下
、
理
科
大
）
と
協
力
し
、

「
東
京
理
科
大
学
、
長
万
部
町
、
事
業
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
連
携
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
進
さ
せ
た
。
観
光
業
や

農
林
業
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
長
万
部
町
と

応
用
生
物
・
応
用
科
学
・
情
報
工
学
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
成
果
を
持
つ
理
科
大
が
協
力
し
、

地
域
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
大
学
と
町
が
協
力
し
て
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
内
閣
府
か
ら
平
成
27

年
11
月
に
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
、
翌
４

月
に
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
、
さ
ら
に
29

年
度
か
ら
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
ま
で
地

方
創
生
推
進
交
付
金
に
採
択
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
理
科
大
の
事
業
会
社

で
あ
る
東
京
理
科
大
学
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
株
）
と
町
・
事
業
に
協
力
す

る
企
業
な
ど
で
事
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
先
進
技
術
を

用
い
た
植
物
工
場
に
よ
る
野
菜
生
産
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
長
万
部
町
内
に
試
験

栽
培
用
の
施
設
を
建

設
し
、
ど
の
よ
う
な
作

物
が
適
し
て
い
る
の

か
試
験
栽
培
に
取
り
組

ん
だ
。
ま
ず
、
平
成
28
年
度
、

栽
培
が
比
較
的
容
易
で
年
間
10

回
以
上
収
穫
で
き
る
レ
タ
ス
（
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
・
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
）
を
選

ん
だ
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、
東
京
都
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
利
用
も
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
採
算
性
や
市
場
の
状
況
を
精
査
し

た
結
果
、
高
糖
度
ト
マ
ト
へ
栽
培
品
種
の
変
更

を
決
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

04

エ
ン
リ
ッ
チ

ミ
ニ

ト
マ
ト
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東
京
理
科
大
学
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

̶
多
様
な
連
携
・
協
力
を
築
い
た
歴
史
と
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
の
発
進
。̶

　

令
和
５
年
４
月
、
東
京
理
科
大
学
北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
４
年
ぶ
り
に
学
生
が
戻
っ
て

き
た
。
経
営
学
部
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１
年
生
の
約
１
３
０
人
。
昭
和
62
年
に
同
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
校
さ
れ
て
か
ら
36
年
。
町
と
大
学
の
関
わ
り
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
見

て
み
よ
う
。

長
万
部
は
第
２
の
故
郷

　

昭
和
40
年
代
を
ピ
ー
ク
に
北
海
道
の
鉄
道

輸
送
が
急
速
に
縮
小
し
、
鉄
道
の
町
と
し
て
発

展
し
て
き
た
長
万
部
町
は
軌
道
修
正
を
迫
ら

れ
、
西
田
君
雄
町
長
（
当
時
）
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
長
期
展
望
、
企
業
誘
致
な
ど
を
模
索
し

始
め
て
い
た
。

　

同
じ
こ
ろ
、
東
京
理
科
大
学
（
以
下
、
理
科

大
）
で
は
「
自
然
を
尊
重
す
る
豊
か
な
人
間
性

と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
21
世
紀
を
担
う

技
術
者
の
養
成
」
を
目
指
し
、
そ
の
適
地
を
探

し
て
い
た
。
理
科
大
の
あ
る
理
事
が
、
偶
然
長

万
部
に
立
ち
寄
る
機
会
が
あ
り
、
西
田
町
長
と

面
会
。
理
科
大
の
構
想
や
当
町
の
過
疎
化
と

い
う
課
題
が
話
題
に
な
っ
た
。
両
者
と
も
に

「
理
科
大
の
構
想
に
自
然
豊
か
な
長
万
部

が
適
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た

の
だ
。

　

こ
の
出
会
い
を
機
に
西
田
町
長
と

理
科
大
と
の
協
議
が
始
ま
り
、
数

年
に
及
ぶ
現
地
調
査
の
末
、
昭
和
60
（
１
９
８

５
）
年
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
が
決
定

し
た
。

　

昭
和
62
年
４
月
、
新
設
の
基
礎
工
学
部
１

年
生
２
７
７
人
を
真
新
し
い
長
万
部
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
た
。
学
生
た
ち
は
１
年
間
を
全
寮
制

で
生
活
し
な
が
ら
長
万
部
で
過
ご
す
。
町
で
は

寮
で
使
用
す
る
温
泉
を
掘
削
し
、
入
寮
に
あ

た
っ
て
は
、
花
火
を
打
ち
上
げ
、
商
店
街
を
歓

迎
塔
や
看
板
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ち
ょ
う
ち
ん
で

飾
り
、
大
勢
で
歓
迎
し
た
。
入
寮
式
典
終
了
後

に
は
、
農
協
や
町
商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
長

万
部
産
の
ホ
タ
テ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
搾
り
た
て

の
牛
乳
で
も
て
な
し
た
。

　

あ
る
１
期
生
は
「
都
会
で
は
体
験
で
き
な
い

す
ば
ら
し
い
こ
と
を
数
多
く
体
験
し
、
学
ん
だ
。

そ
の
一
つ
に
、
町
の
人
々
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。

01

02

教
育
・
文
化
・
産
業
な
ど

多
彩
な
連
携

　

町
と
理
科
大
の
関
わ
り
は
年
を
経
る
ご
と

に
深
ま
っ
た
。
長
万
部
町
の
教
育
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
委
員
会
の
多
く
に
大
学
の
教
職

員
が
学
識
経
験
者
と
し
て
参
画
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
毛
ガ
ニ
の
完
全
養

殖
に
向
け
た
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
29
年
度
ま
で
、

数
学
者
の
榎
本
一
之
先
生
と
学
生
有
志
に
よ
る

数
学
学
習
サ
ー
ク
ル
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
」
が
、
榎

本
先
生
の
退
官
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
参
加
し
、
町
内
の
多
く
の
子
ど

も
が
数
学
の
楽
し
さ
を
教
わ
っ
た
。
平
成
13
年

か
ら
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
ま
で
、
大
学

生
と
町
民
が
音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
図
る

「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
エ
ソ
ー
ル
会
館
で
行
っ
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
外
国
人
英
語
教
員
が

町
の
小
中
学
校
に
派
遣
さ
れ
英
語
の
授
業
を

行
っ
た
。
22
年
度
に
は
、
長
万
部
高
校
１
年
生

を
対
象
に
高
大
連
携
・
体
験
模
擬
授
業
を
実

施
。
23
年
に
は
、
町
教
育
委
員
会
主
催
で
町
内

小
学
生
（
３
〜
６
年
）
を
対
象
に
「
わ
く
わ
く

体
験
塾
お
も
し
ろ
科
学
実
験
」
を
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
、
講
師
を
務
め
た
の
は
大

学
生
10
数
人
で
あ
っ
た
。
24
年
に
は
、
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
が
企
画
し
た
町
民
向
け
の
「
ブ
ラ

ウ
ン
先
生
と
お
茶
を
し
な
が
ら
英
会
話
」
が
ス

タ
ー
ト
。

　

平
成
28
年
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
30

周
年
を
迎
え
、
８
月
中
の
４
日
に
わ
た
っ
て
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
30
年
間
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
進
行
中
の
地
方
創
生
に

向
け
て
「
長
万
部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開

催
さ
れ
た
。
石
破
茂
地
方
創
生
大
臣
が
参
加

し
、
地
方
創
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
す
る

と
と
も
に
、
理
科
大
の
関
連
会
社
か
ら
町
の
資

源
を
活
用
す
る
新
型
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
構
想

が
発
表
さ
れ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
「
長
万
部

町
と
東
京
理
科
大
学
と
の
地
方
創
生
に
係
る

包
括
的
連
携
協
定
」
の
調
印
式
も
行
わ
れ
た
。

01.
02.

　03.
04.

東京理科大学北海道・長万部キャンパス
シャクシャイン古戦場跡碑の見学
第1回目のわくわく体験塾（平成23年）
包括的連携協定調印式（平成27年）

05.
06.

　07.

まんべ君の授業風景
コ・デザインプロジェクトの成果発表
理科大生来町の日（令和5年）

07

04

03

06

我
々
は
大
学
や
町
が
主
催
し
た
行
事
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
そ
の
都
度

町
の
人
々
と
親
睦
を
深
め
て
い
っ
た
。
写
万
岳

登
山
、
産
業
ま
つ
り
、
農
作
業
、
学
寮
祭
な
ど
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
接
し
た
町
の
人
々

は
、
明
る
く
、
親
切
で
、
心
よ
く
我
々
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
」
（
『
S
P
E
S 

N
O
V
A
〜
新

し
い
希
望
〜
』
）
と
書
く
。
学
生
た
ち
は
、
当

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に

ま
つ
り
」
の
運
営
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
す
る
。

　

１
年
の
最
後
に
は
、
「
理
科
大
生
を
送
る
つ

ど
い
」
を
催
し
、
と
も
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

長
万
部
で
の
生
活
を
終
え
る
際
の
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
例
年
９
割
以
上
が
満
足
と
回
答

す
る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
存
在
価
値

も
高
ま
っ
た
。

４
年
ぶ
り
に

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
再
開

　

理
科
大
に
お
け
る
学
部
・
学
科
の
再
編
に
伴

い
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
か
ら
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
は
名
称
を
北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
、
基
礎
工
学
部
に
代
わ
っ
て
経

営
学
部
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１
年
生

（
定
員
１
２
０
人
）
、
令
和
４
年
度
か
ら
理
工

学
部
国
際
コ
ー
ス
の
留
学
生
80
人
を
加
え
、
合

計
で
２
０
０
人
が
全
寮
生
活
を
送
る
予
定
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
理
科

大
は
長
万
部
町
で
の
新
入
生
受
け
入
れ
を
見

送
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
長
引
き
、
令
和
３
年
、

４
年
も
町
で
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
、
理
工
学
部
国

際
コ
ー
ス
の
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
設
置
は

取
り
や
め
と
な
り
、
留
学
生
を
迎
え
る
計
画
は

中
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
苦
渋
の
決
断
の
中
に

あ
っ
て
も
、
大
学
で
は
老
朽
化
し
た
学
生
寮
を

改
修
す
る
な
ど
、
着
々
と
準
備
を
進
め
た
。

　

令
和
５
年
４
月
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
４

年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
１
３
２
人
の
経
営
学
部

国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１
年
生
が
入
寮
し

た
。
同
学
科
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
表
現
の
ス
キ

ル
」
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
基
礎
知
識
」
「
異
文

化
へ
の
対
応
力
」
の
３
つ
を
柱
に
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
町
の
よ

り
よ
い
未
来
を
構
想
す
る
「
コ
・
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
街
中
へ
出
て
、
町
民
と
交
流

し
地
域
活
動
な
ど
を
企
画
す
る
学
生
た
ち
の

姿
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
町
と
理
科
大
の
新
た
な

連
携
が
期
待
さ
れ
る
。
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